	基本電子工学系テンプレートを使用する
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はじめに

Visio® 2003 を使用すると、基本電子工学系図面を作成できます。

電気工学のテンプレートにはさまざまな電気工学の図形が用意されていて、図面を容易に作成できます。

Visio 2003 では、電気工学のシンボルに関する国際規格のサポートを向上させるように更新されました。

基本電子工学系テンプレートを使用して、以下の種類のドキュメントを作成することができます。

· 基本電子工学系図
注
· この資料では基本電子工学系図を作成するための手順を紹介します。

· 電気工学に関する知識のあるユーザーを対象とします。

基本電子工学系図面を作成する
ドキュメント作成の準備をする
基本電子工学系のテンプレートを開きます。

Visio 2003 を起動し、[図面の種類の選択] の [分類] から [電気工学] をクリックして [基本電子工学系] をクリックします。
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注
初めてテンプレートを選択したときに次のメッセージが表示されることがあります。
[はい] をクリックすると [テンプレート] 作業ウィンドウが表示されます。[いいえ] をクリックすると作業ウィンドウは表示されません。
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基本電子工学系図面のサンプル
基本電子工学系テンプレートを使用して作成したドキュメントのサンプルを以下に示します。
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基本電子工学系図の作成手順
1. [データ転送経路] 図形を配置します。

[伝送経路] ステンシルから [データ転送経路] マスタ シェイプを図面ページにドラッグします。
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2. [データ転送経路] 図形のサイズを変更します。

[データ転送経路] 図形を選択して選択ハンドルをドラッグします。
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3. 同様に、その他の [データ転送経路] 図形を配置します。
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注
図形をコピーすると、同じ図形を効率よく作成することができます。

4. [データ転送経路] 図形を接着します。

[データ転送経路] 図形を選択して選択ハンドルをドラッグします。
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もう一方の選択ハンドルをドラッグします。
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5. 抵抗とコンデンサを配置します。

[基本項目] ステンシルから以下のマスタ シェイプを図面ページにドラッグします。

	マスタ シェイプ
	名称
	マスタ シェイプ
	名称

	[image: image13.png]



	抵抗器
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	静電容量またはコンデンサ
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6. [抵抗器] 図形の向きを調整します。

[抵抗器] 図形を選択して回転ハンドルをドラッグします。
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7. 同様に、その他の [抵抗器] 図形の向きを調整します。
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8. 中央の固定抵抗器を可変抵抗器に変更します。

[抵抗器] 図形を右クリックして [可変] をクリックします。
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9. [抵抗器] 図形の上下を変更します。

[抵抗器] 図形を右クリックして [図形] をポイントし、[上下反転] をクリックします。
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10. ダイオードとトランジスタを配置します。

[半導体と電子管] ステンシルから以下のマスタ シェイプを図面ページにドラッグします。

	マスタ シェイプ
	名称
	マスタ シェイプ
	名称
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	ダイオード
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	単接合トランジスタ
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11. [ダイオード] 図形の向きを調整します。

[ダイオード] 図形を選択して回転ハンドルをドラッグします。
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12. [単接続トランジスタ] 図形の外囲器を表示して、N 型チャネルに変更します。

[単接続トランジスタ] 図形を右クリックして [外囲器を表示する] をクリックします。
[単接続トランジスタ] 図形をもう一度右クリックして [N 型チャネルに設定] をクリックします。
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13. 各装置に伝送経路を接着します。

[伝送経路] ステンシルから [データ転送経路] マスタ シェイプを図面ページにドラッグし、各図形に接着します。
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14. [テスト ポイント] 図形を配置します。

[伝送経路] ステンシルから [テスト ポイント] マスタ シェイプを図面ページにドラッグします。
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15. [テスト ポイント] 図形を [ダイオード] 図形と [データ転送経路] 図形に接着します。

[テスト ポイント] 図形を選択して選択ハンドルをドラッグします。
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もう一方の選択ハンドルをドラッグします。
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16. 同様に、その他の [テスト ポイント] 図形を配置します。
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17. [テスト ポイント] 図形の端点を矢印にします。

[テスト ポイント] 図形を選択して、[書式設定] ツールバーの [線の端点] ボタンから種類を選択します。
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18. 同様に、[データ転送経路] 図形の両端点を矢印にします。
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19. [端末] 図形を配置します。

[伝送経路] ステンシルから [端末] マスタ シェイプを図面ページにドラッグします。
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20. 同様に、その他の [端末] 図形を配置します。
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21. 図形に文字列を配置します。

[抵抗器] 図形を選択して、表示する文字列を入力します。
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注
入力した文字列を確定するには、図形以外の場所をクリックします。
確定した文字列を編集するには、図形をダブルクリックするか、F2 キーを押して編集モードに切り替えます。

22. 入力した文字列を下付き文字に設定します。

[抵抗器] 図形の文字列をドラッグし、右クリックして [テキストの書式] をクリックします。
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[テキスト] ダイアログ ボックスの [フォント] タブの [位置] ボックスから [下付き] を選択し、[OK] をクリックします。
[image: image43.png]b [mFost| B8 | TRk JovnRs] 5 | maEs

FakoEE
ST [Aral v| s [EE v| siiefet ¥l
BABANIZ MO

S
EFREQ) g v eE [0 |

EE:

(B v

P —

w0





[image: image44.png]R




     [image: image45.png]



23. 文字列の表示位置を変更します。

[抵抗器] 図形を選択してコントロール ハンドルをドラッグします。
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24. 同様に、その他の文字列を配置します。
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25. 図形に色を設定します。

[ダイオード] 図形を選択して、[書式設定] ツールバーの [塗りつぶしの色] ボタンから色を選択します。
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26. タイトルを配置します。

[標準] ツールバーの [テキスト ツール] ボタンをクリックします。
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テキストを配置する場所をクリックして、表示する文字列を入力します。
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注
テキスト ツールの状態を解除するには、[標準] ツールバーの [オブジェクト選択ツール] ボタンをクリックします。
27. タイトルの文字サイズを変更します。

[テキスト] 図形を選択して、[書式設定] ツールバーの [フォント サイズ] ボックスからフォントのサイズを選択します。
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28. [テキスト] 図形のサイズを変更します。

[テキスト] 図形を選択して選択ハンドルをドラッグします。

[image: image56.png]



[image: image57.png]AEELEANES

Si(EERARRaRRERE|





29. これで、基本電子工学系図の完成です。
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